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キング・オブ・コンクリート 2018 実施要領 

 

主催  公益社団法人日本コンクリート工学会 

期日  2018 年 7 月 4 日（水）～5 日（木） 

会場  神戸ファッションマート 1F アトリウムプラザ 

 

1 キング・オブ・コンクリート 2018 の概要 

予選（7 月 4 日（水）9：50～16：00 実施（予定）） 

曲げ強度部門：ミハエリス二重てこ型曲げ試験器を用いてモルタル試験体の曲げ試験を実施する．モルタル試

験体（寸法 40×40×160mm）2 体の曲げ強度を測定し，平均値が大会のキャッチコピーである「美・永・都 コ

ンクリート」にちなんで，3.710N/mm2 に近いチームからポイントを付与する．なお，モルタル試験体は大会当

日に持参，または，事前に郵送すること．郵送先は後日，連絡する． 

クイズ部門：コンクリート，セメント材料，土木・建築の歴史，神戸にまつわるクイズ大会を行う．早押し勝

ち抜け方式とし，6 ポイントを先取したチームが勝ち抜けとする．なお，曲げ強度部門で優秀な成績を修めたチ

ームにはアドバンテージとしてあらかじめポイントが付与されており，曲げ強度部門で獲得したポイントと合

わせて 6 ポイントで勝ち抜けとする． 

クイズ部門で勝ち抜けたチーム（8 チーム程度）が翌日の本選に出場することができる． 

本選（7 月 5 日（木）9：00～15：30 実施（予定）） 

フレッシュモルタル部門：会場にて練り混ぜたモルタルのフロー試験，および単位容積質量試験を行い，どの

チームが最も目標値に近いかを競う．競技は 2 回行う． 

① あらかじめ指定された配合条件と同じ細骨材（セメント協会のセメント強さ試験用標準砂）を使用する，

基本配合による競技 

② くじ引きで，基本配合で使用する細骨材が変更された場合の配合条件で行う，チャレンジ配合による競

技 

②で使用する細骨材は，標準砂以外の骨材に全て置換することとし，砕砂，海砂，銅スラグ細骨材，人工軽

量細骨材のいずれかとする． 

チャレンジ配合を決定するに至った根拠についてプレゼンテーションを行う．2 日目の総合成績（合計点）に

基づいて「キング・オブ・コンクリート 2018」を決定する． 

 

2 参加資格 

大学，大学院，高等専門学校，工業高等学校，工業専門学校および土木・建築系の専門学校（以下，教育機関

と言う）に在籍する学生，生徒であることとする． 

 

3 チーム構成 

チームの構成は，学生，生徒 3 名以内，アドバイザー1 名とする．アドバイザーは，当該チームの学生，生徒が

所属する教育機関の教職員（正会員）とし，2 チーム以上のアドバイザーになることはできない．なお，複数の

教育機関の学生，生徒で混成されるチームは認めない*． 

*：同一教育機関の中で学科混合のチーム編成は差し支えない． 

 

4 参加形態 

予選から出場することを必須とする．予選に必要なモルタル試験体（寸法 40×40×160mm，2 体）を作製し，大

会当日に持参，または，事前に郵送すること． 

5 定 員 

参加できるチーム数の上限は先着 30 チームまでとする． 

 

6 参加費用 

無料．ただし，モルタル試験体の製作・運搬などに掛かる諸費用は，参加チームの負担とする． 



 

7 申込方法 

参加申込書兼誓約書に必要事項を記入し，募集期間内に下記の申込先に電子メールにて申し込むこと．参加申

込書兼誓約書はコンクリート工学年次大会のホームページよりダウンロードすること． 

https://confit.atlas.jp/guide/event/jci2018/top 

 募集期間：2018 年 3 月 1 日（木）〜4 月 27 日（金） 

 申込先：E-mail：jcikoc2018@gmail.com 

 問合せ先： キング・オブ・コンクリート 2018 運営本部 

     E-mail：「申込先」と同様 

 

8 競技プログラム 

競技の順番などの詳細プログラムは，年次大会のプログラムが決定の後に公表する．これに先立って，運営本

部より競技の希望時間帯に関するアンケートメールを送付する．また，参加チームの集合時間，集合場所につ

いてチームの代表者にメールにて通知する。 

 

9 モルタル試験体の運搬と取り扱い 

9.1 運搬 

モルタル試験体は，以下の期日必着で送り先住所に送るか，当日持参すること．運搬に掛かる費用は参加者負

担とする．送付の際には，「モルタル試験体保管依頼書」に必要事項を記入し，6 月 25 日（月）までにメールに

て運営本部宛てへ提出すること．モルタル試験体はスペースの都合上，重ねて保管する可能性があるため，十

分な梱包を施すこと．なお，参加チームが競技会場に持参し，運営本部での保管を希望する場合は，以下の期

日に持ち込むこと． 

 

期日：2018 年 7 月 3 日（火）13:00～16:00 

送り先：〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中 6-9 神戸ファッションマート 

（公社）日本コンクリート工学会 キング・オブ・コンクリート係宛 

 

なお，モルタル試験体および梱包した箱には，それぞれにチームの登録番号・学校名を明記すること．登録番

号は，参加の可否に関するメールにて連絡する． 

 

9.2 保管 

郵送ならびに持参されたモルタル試験体は，競技当日まで会場に到着した状態にて常温で保管する．参加チー

ムは，競技開始時刻までに，運営本部にて受け取ること．荷物の未達，運搬・保管中の破損などのトラブルに

ついて，運営本部は責任を負わない． 

9.3 競技終了後のモルタル試験体 

モルタル試験体は，競技終了後に持ち帰るか，郵送手続きを行い，返送すること．なお，梱包作業は参加チー

ムが責任を持って行い，運搬に掛かる経費は参加チーム負担とする． 

 

10 競技運営上の注意 

参加チームは参加証を持参し，競技開始前に運営本部にてモルタル試験体のチェックを受けること．モルタル

試験体が競技規定に反していると認められた場合，失格とする．また，運営本部および主催者は大会期間中に

発生するいかなる傷害に対しても責任を負わない． 

 

11 競技規定 

11.1 曲げ強度部門 

 チームは 3 名以内で構成され，ミハエリス二重てこ型曲げ試験器を用いてモルタル試験体の曲げ試験を実施

する．ただし，モルタル試験体の結合材はセメント系材料とする． 

各チームの事前または当日持ち込まれたモルタル試験体は，運営本部にて幅，高さおよび長さの測定を行い，

それぞれの寸法が 40×40×160mm に対して誤差±1mm 以内であること．なお，事前チェックとして試験体の中央

位置の断面寸法を運営本部にて測定し，寸法の規定を満足しているか確認する． 



 曲げ強度試験は，チーム毎にミハエリス二重てこ型曲げ試験器を用いて行い，規定の断面寸法（40×40mm）

により曲げ強度を算出する．モルタル試験体の試験器へのセットは運営スタッフが実施し，チームの代表者が

確認を行った後，鉛粒出口のダンパーを開くこととする．試験終了後，鉛粒の質量を測定する． 

 曲げ強度は，2 体の試験体の平均値として有効数字 4 桁まで表し，目標とする曲げ強度 3.710N/mm2に近いチ

ームから上位とする．曲げ強度が 5.0 N/mm2を超過する試験体は計測不能なため失格とする． 

 なお，曲げ強度部門として，優秀な成績を収めたチームには最大 3 ポイントが与えられる． 

 

 

図 曲げ強度試験概要 

 

ミハエリス試験器は鉛粒とその容器の合計質量の 50 倍の曲げ荷重が試験体に加わる． 

「鉛球と容器の質量」P(g)と曲げ強度 σ(N/mm2)の関係は以下の式で与えられる. 

 

σ = 50 ×曲げモーメント M / 断面係数 Z = 50 ×(P×L /4) / (b×h2/ 6) × (SI 単位変換係数) 

 

b=40mm，h=40mm，L=100mm，SI 単位変換係数=0.0980665 N/g を代入すると以下のようになる． 

 

σ(N/mm2) = 0.0011492×P(g) 

 

・目標曲げ強度 3.710 N/mm2に相当する P は 3228.3g である． 

・失格曲げ強度 5.0 N/mm2に相当する P は 4350.8g である． 

 

11.2 クイズ部門 

 複数チームが同時にコンクリート，セメント材料，土木・建築の歴史，神戸にまつわるクイズ大会を行い，6

ポイント先取したチームを勝ち抜けとする．クイズの形式には早押しによる解答と記述による解答がある．た

だし，曲げ強度部門で優秀な成績を収めたチームには予め，ポイントが付与されている． 

 組み合わせは，事前にチームの代表者によるくじ引きで決定する．なお，曲げ強度部門の上位 3 チームは同

じ組としない． 

 クイズ部門で勝ち抜いた 8 チーム（参加チーム数により変更する場合がある）がフレッシュモルタル部門に

出場することができる．  

 

11.3 フレッシュモルタル部門 

11.3.1 競技の概要 

 会場にて練り混ぜたモルタルのフロー試験，および単位容積質量試験を行い，どのチームが最も目標値に近い



かを競う．競技は 2 回行う． 

① あらかじめ指定された配合条件と同じ細骨材（セメント協会のセメント強さ試験用標準砂）を使用する，基

本配合による競技 

② くじ引きで，基本配合で使用する細骨材が変更された場合の配合条件で行う，チャレンジ配合による競技 

③ で使用する細骨材は，標準砂以外の骨材に全て置換することとし，砕砂，海砂，銅スラグ細骨材，人工軽量

細骨材のいずれかとする． 

 

11.3.2 モルタルに使用する材料 

 モルタルに使用する材料は以下とする． 

 ・練混ぜ水：水道水 

・セメント：普通ポルトランドセメント 

 ・細骨材：セメント協会標準砂，その他 4 種類（砕砂，海砂，銅スラグ細骨材，人工軽量細骨材）．骨材は全て

絶乾状態とする．標準砂以外の骨材の密度，粗粒率，吸水率などの基本情報は当日に周知する． 

 ・混和剤：AE 減水剤（リグニン系），高性能 AE 減水剤（ポリカルボン酸系），AE 剤，消泡剤 

  ただし，混和剤については，水の一部であり，使用の有無は各チームの判断とする． 

  なお，標準添加量などの基本情報は当日に周知する． 

 

11.3.3 試験に使用する器具 

(1) モルタルの練混ぜ 

・練り鉢（鉄製：300mm×深さ 100mm 程度） 

・練りさじ（鉄製，皿部：100×65×深さ 10mm 程度） 

・材料計量用のはかり（1g 単位まで計れるもの） 

・材料計量用のカップ（ディスポカップ，100ml，200mml，1000mml，2000mml） 

・使い捨て手袋，使い捨てマスク 

・ウエス 

(2) モルタルのフロー試験 

 ・フロー台用ガラス板（材質：ソーダ石灰ガラス，寸法 300×300×5mm） 

 ・フローコーン（70mm×下部内径 100mm×高さ 60mm） 

 ・突き棒（鉄製，直径 20mm 質量 500g） 

 ・ステンレス製あるいは鉄製ヘラ 

 ・フロー測定用のデジタルノギス（測定範囲 0 から 300mm） 

 ・ウエス 

(3) モルタルの単位容積質量試験 

 ・モルタル容器（鉄製，容積 500cm3，内径 75mm×深さ約 115mm× 厚さ約 5mm） 

 ・ヘラ：（鉄製，長さ約 170mm×幅 25mm×厚さ 1mm 木製柄付） 

 ・モルタル計量用のはかり（1g 単位まで計れるもの） 

 

11.3.4 モルタルの満たすべき配合条件 

(1) 基本配合 

 ・水セメント比 W/C＝50％，セメントの質量に対する細骨材の質量比 S/C＝1.0 以上，の 2 条件を満たさなけれ

ばならない．この条件を満たす 1m3当たりの各材料の質量がわかる配合を説明できるようにすること． 

 ・モルタルの目標フロー値は，160mm とする． 

・空気量の設定は自由とするので，モルタルの単位容積質量の目標値は，配合表より求まる計算上の値とする． 

(2) チャレンジ配合 

 ・セメントの質量に対する細骨材の質量比 S/C＝0.6 以上の 1 条件を満たさなければならない．この条件を満た

す 1m3当たりの各材料の質量がわかる配合を説明できるようにすること． 

 ・モルタルの目標フロー値は，160mm とする． 

・空気量の設定は自由とするので，モルタルの単位容積質量の目標値は，配合表より求まる計算上の値とする． 

 ・W/C の設定は自由とする． 

 



11.3.5 試験項目および試験方法 

(1) モルタルのフロー試験 

 ① 練り混ぜたモルタルをさじですくい，ガラス板の上にセットしたフローコーンに 2 層（各層の厚さ約 30mm）

に分けて詰める． 

 ② 各層を突き棒で，その先端が各層の厚さの約 1/2（約 15mm）の深さまで入るようにフローコーンの周囲から

全面にわたって均等に，各々15 回突く． 

 ③ 不足のモルタルをおぎない，ヘラで過剰のモルタルを除いて表面を平滑にする． 

 ④ フローコーンを静かに鉛直に引き上げる． 

 ⑤ フローが停止したことを確認した後に，拡がったモルタルの径の最大と認める方向と，これに直角な方向と

の径をデジタルノギスを用いて mm 単位まで計り，その平均値をとる． 

(2) モルタルの単位容積質量試験 

 ① モルタルを容器の深さ約 1/3 まで入れ，その上面をヘラでならした後，ヘラをモルタルの数箇所に差し込み，

ヘラの柄で容器のまわりを数回たたく． 

② 容器の深さ 2/3 までモルタルを入れ，前記と同様な操作を繰り返した後，最後に容器に少しあふれる程度に

モルタルを入れ，同様な操作を繰り返した後，ヘラで過剰のモルタルを除いて表面を平滑にする． 

 ③ モルタルを詰めた容器の外側についたモルタルをきれいにふきとった後，その質量を計り，容器の質量を差

し引いて，モルタルの質量を算出する． 

 ④ 単位容積質量は，次の式によって求める． 

   M＝Ｗ／Ｖ×1000 

   ここに，Ｍ：単位容積質量（kg／m3） 

       W：モルタルの質量（g） 

       V：容器の容積（cm3） 

  なお，容器質量は試験前に各チーム測定するが，容器の容積は事前に主催者側で測定した値を用いる． 

 

11.3.6 競技の手順 

(1) 基本配合 

使用する細骨材を事前に周知しているので，配合試験（競技）は 1 回のみとする． 

① 与えられた条件を満たすように，モルタルの配合計算を行う．細骨材は全チーム標準砂を使用する． 

② 配合を決定した根拠を簡単に説明するとともに，計算上の単位容積質量を報告する． 

③ 材料の計量を行い，モルタルを練り混ぜ，フロー試験，単位容積質量試験を行い，データをとる． 

④ 得られたデータはすみやかに試験監督者に知らせる． 

⑤ 試験監督者は他のスタッフと協力して，目標フローとフロー試験値の差および計算上の単位容積質量と単

位容積質量の試験値の差を以下の式により求める． 

〔（フロー試験値）－160〕の絶対値 

〔（単位容積質量の試験値）－（計算上の単位容積質量）〕／（計算上の単位容積質量）×100（％）の絶対値を

少数第 2 位まで四捨五入により求める． 

(2) チャレンジ配合 

使用する細骨材は当日決定する．試験練りの後に実施する配合試験（競技）は 1 回のみとする．  

 (1)と同様な手順で行うものとする． 

(3) 評価（順位の決定） 

 目標フロー値に最も近いチームに 8 ポイントを付与し，以下，順位に応じて 7 から 1 ポイントを付与する． 

単位容積質量の計算値に最も近いチームに 8 ポイントを付与し，以下，順位に応じて 7 から 1 ポイントを付与

する． 

 

12 表彰 

 本選（2 日目）に出場したチームにおいて，フレッシュモルタルのフロー試験，単位容積質量試験の結果から順

位を決定し，総合成績上位 3 チームに表彰状および副賞として以下の賞金を贈呈する． 

総合成績 1 位：10 万円，2 位：5 万円，3 位：3 万円 

なお，表彰式は 7 月 5 日（木）15 時から 15 時 30 分に実施いたします。 

 



13 その他 

 実施要項に変更があった場合，大会ホームページに掲載するとともに，既に参加登録されているチームには代

表者にメールにて通知する． 

以上 


